

























































































会で部長の滝川挙民先生から話がありました。東大の当時の法学部長我妻教授、民法ですね、それ 昭和八年の京大事件当時学部長の本英娩先生 すね。この官本 は例の京大事件でおやめ なりまして、その後阪急や間四電力の坑一役をやっておられたわけです。そ人の方に今村総長が法尚子関係 スタッフの人選を依頼さ たようですね。いろんな会合があったのでしょう。出川先生
では、懇談会の








た。それから弱法ですね。これは大隅教授と故大森(忠夫)教授がおったのです。私どもの方は民事訴訟法ですけれども、中間 泣一 と私、がおりまして、その一一一部門からだれか行ってくれないかというようなことだったわけです。それで私は続初は断ったのです。 教綬には、私の方へ米られる前に大隅君が話をしたの けれども、大森刊れもあまり色よい返事はしなかったらしいの 。大関君 、私 山本から
中間教授の方へ廻わられたよう










































































































































































































































































































































































































































































で、ごちそうをしたりしたのです。それ 大阪で学会を開 ていただいてありがとうと うようなことですね。大阪府}代表する というような気持を関西大学では持っておられましたね。
ですから、あるい





























































































































































































































































































































































違って、大阪につくる時には、特別な言い方と 、若い人にこういう新しいことをやるのだと そういうことは別 強調されなか たのでしようか。
小野木
学風と一…一一口ってもいいかもわかりませんけれども、これも特












































































































































































































































































































































































































































































































































































































〔注〕第一一一高等中学校の京都移転および京都心税関大学創設の事情について、吋神陵史』(昭和五十五年)『京都帝関大学史"ニ昭和十八年)などによって座談の不足な補っておく。付第一一……均等中学校が大阪より京都に移転したのは明治二十二年八月 移転計磁はすでに大学分校長折問彦市時代の十八年八月から十二月にかけて始まり、校地として大阪府信太山、京都府伏見、兵隊操縦伊邪山、関白めなどの実地見分が行なわれている。その理由は校地の狭除と大阪抑制在地は教育に巡さ い の判断による。明治十九年… 一月術開大 令、中学校・小学校令が公布(文相森有礼)され、中学 を尋常と高等の課寂にわけ、高等中学校は全悶叉区の各区に一一枚を泣き、文部大阪の管 制とされた。これにより の大学分校 第三高等中学校と改称、十一月に
a一同等中学の学校設医区域と位置が定められた際、第一一一高等
中学 は京都と決定された、これには森文相、北~同一同道京都府知事お び折閉校長の一体となった努力が結実したも といわれる。明治二十七年高等中学校を根本的に改変し、人材を育成する専門学科を本科とし、従米の
aMW
国大学進学を日目的とする予科的課程を副とする突が内閣に詰議




その時の文部大臣は侯同財閥閣寺公望であった。その戦勝による急激なる局聞の転聞は、前年まで極めて消線的に扱はれてゐた京都大学設附脱出公に対して朝野の意見を一変せしめたのであった。文抑制 次官牧野仲間側、専門学務局長木下広次、会計謀長永凶久一郎及び第三高等学校長折問彦市の白人止な新大学創設委員に挙げて、大学新設に関する基本事項を審議せしめたの 委員の答申は左の間市切であったといはれる。て新設大学は京都に設く こと二、規模は東京の大学の一一一分のことすること一一一、分科大学は間科とすること閥 (略ごとあり、上述問項が骨子となり、
ω新設大学は第一一一高等学校の土地建物を使用
し、同校は移転する。
ω本学の分科は専門学会の
mm
姿高いものを先にし法科・
理工科・医学・文科 般に設置する。
ω医科大学の位訟は第三高等学校医学郊
のある岡山は不適当で、大阪又は京都 と、大綱が決められた。
(編集室注)
耳フ
び
ます
本紀南京第一号の路談会「大阪帝間大学の創立と法文絞学部の創設一では「法文学部 設)とあるべき見出しを「法学部の創設」と誤ったり、その的編集上の不手際から関係各位にご迷惑をかけましたことをおわびいたします。
紀要編集=委員会
法学部の今tfをめぐる87 
